
平成 28年度 第 1回 ATCトライアスロンクラブ理事会議事録 

 

日時：平成 28年 2月 4日（木）19:00～21:00 

場所：大井町きゅりあん 6階小会議室 

出席者：青木(義)、桐山、川原田、青木(幸)、羽入、高木、鈴木、直、吉野、増野、田中、 

    高井、中林、恩田、吉田(幸)、箕田       （以上 16名、順不同、敬称略） 

議長、書記：箕田 

 

内容： 

１．理事会の運営方針について（中林氏） 

２．総会・新年会の報告（青木氏） 

  ・新年会の収入 ¥622.500(会費、援助費、ビンゴなど)（一人分返金 ¥8.500の返金） 

   ・新年会の支出 ￥60.6804(ホテル会場費、合宿、大会、マラソンなどビンゴの賞品) 

  ・ワイン、サラダ油セットなどが意外と人気だった 

  ・マラソン大会は当選しにくいので、大会名を指定せずに国内外のどれでも良い事に

して、制限時間別に賞金を区分して参加をお願いした。 

今年は\6.000 余ったので、来年のＢ賞の「３時間２９分」を１枠増やす事にした。 

    ・理事からの要望でスイミングゴーグルという意見が出たが、過去の新年会の様子か

ら、単価が安いものはいつも余るとのこと 

３．外国アイアンマンレースについて（青木氏） 

  ・6月のアイアンマンケアンズに小島さん、古川さんが参加の予定 

４・合同練習会について（青木氏） 

  ・2月→プール（スイム）、3月→彩湖（ラン）、5月（第 3日曜日）→富士山（バイク） 

５．360分走の報告（青木氏） 

  ・20年ぶりに雨で寒かった 

  ・事務所の屋根の下にエイドを設けて時間短縮で行われた 

  ・六郷温泉が 1月で閉店となったため、今後のお風呂の場所を検討する 

６．デュアスロン大会について（青木氏） 

  ・現在申込者数 20名くらい 

  ・コース内に工事車両が入りそうなら、その会社に大会の開催時間の間だけ入らない

よう要望する 

  ・第 1 ランの折り返しについて、昨年はトップの選手が行き過ぎてしまったので、今

年は厳重に注意する（直氏がコーンを持参して、折り返しの場所を誘導する） 

  ・バイクコースがやや短いということについて、今年はいつもとは逆方向にスタート

して土手を登り、1往復して 1周目を多くして 80km少し超えるくらいにする 

  ・バイクゴールが危ないのでコーンを多めに置いて減速させる（声かけ必要ない？） 

  ・バスが上り下りする場所は、選手を確実に止める 



７．ATCカップトライアスロン大会について（青木氏） 

  ・ボランティアのお願い（人数多めに） 

  ・発電機の爆発など事故をきっかけに、消火器設置の義務（消防より） 

  ・バイクスタート時の誘導について 

  ・荷物の保管や運搬について、増野氏が本庄児玉に会社増設にあたり、今後は土日の

活動が難しくなる。現在の荷物は今の会社の倉庫に置かせてもらえるが、運搬と片

づけは他の理事が手分けして持ち回りで行ったらどうか。とりあえず 4 月は練習の

ため他の理事 2 名がワゴン車で荷物を運び出し、彩湖近くの駐車場に一晩止めてお

くようにする 

８．宮古島トライアスロン大会について（青木氏） 

  ・今年の参加者の読み上げ 

  ・今年は 昨年よりも、会員の合格者が増えた。 

合格者を１７００名から１９００名にした 効果がでたのかも？ 

  ・青木（幸）氏、羽入氏、古川氏が今年で宮古島が卒業となる 

  ・昨年は会員の完走者が４名だったので、今年の参加者は取り敢えず完走をして下さい。 

９．合宿について（青木氏） 

  ・例年通り、3月、5月、8月に行われる 

  ・人数的には 10～15人くらいが最適か 

１０．支部費について（青木氏） 

  ・計画を立てたら会計に申し出るように 

１１．会員名簿について（青木氏） 

  ・3月中旬に発送予定なので、変更あれば要連絡 

  ・会費未納がないようにお願いする 

１２．会報について（青木氏） 

  ・近々は 1・3月合併号が出る 

１３．HPについて（青木氏） 

  ・総会資料と名簿は会員のみ閲覧できる 

  ・デュアスロンや ATCカップのエントリー方法などは、一般の人も閲覧できるように

なっているが、相変わらずメールなどで問い合わせが多いので、理事も実際に HP

を開いてみて確認をすること 

                      

 

以上 

議事録担当 埼玉支部 箕田春香 


